
災害時のトイレの課題と

今後の対応
～トイレの確保は、命を守ることであり、尊厳を守ること～
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避難所の確保と質の向上に関する検討会
参考資料６



2

避難所世話人からのメッセージ

地震が起きたとき、真っ先に行うのは安全の

確保と安否確認。避難所に行けば、場所の確

保、つぎに食べものが心配になる。

トイレといえば、そのあとぐらいに気になるのだ

けど、それでは遅い。トイレは命にかかわる。出

来るだけ早く対応しなければならない。

釜石市防災力強化トイレプロジェクト協議会

文部科学省 学校施設の防災力強化プロジェクト（平成２５年度）
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兵庫県・兵庫県警調べ
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（出典：災害に強い学校施設の在り方について（文部科学省））
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調査：名古屋大学エコトピア科学研究所 協力：日本トイレ研究所

仮設トイレは何日で届くでしょうか？

3日以内

34％

4日～14日以内

45％

28日以上

21％
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発災から何時間でトイレに行きたくなったか

調査：日本トイレ研究所（東日本大震災）
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3時間以内

31％

4～6時間

36％

7～9時間 11％

10～12時間 11％

13時間以上

11％
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発災

飲まない

食べない

健康被害

震災関連死

水洗トイレ
が使えない ストレス

集団生活

トイレ環境の
悪化

くさい、汚い、暗い、
怖い、寒い、遠い、

男女共用、数量不足
段差がある

など

© 2015 NPO Japan Toilet Labo



10

震災関連死と認定された１６３２人のうち、５２９人
分の死因（複数回答）を分析した（ 2012年7月12日）。
「避難所での疲労」が４７．１％と最も多い。

出典：時事通信 http://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_soc_jishin-higashinihon20120712j-01-w370



今後のトイレ衛生対応の課題

１．責任の明確化

２．トイレ環境整備方法の提示

３．防災トイレ計画・訓練の徹底

４．トイレ衛生に係わる人材の育成

５．災害用トイレ技術の分類や基準の確立
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災害用トイレの分類
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